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かれた。調査の結果，150 語の音声言語が 3 種類の感情語に分類された（ネガティブ語が 60
語，ニュートラル語が 23 語，ポジティブ語が 67 語）。感情価の平均評定値は，ネガティブ




The purpose of the current study was to survey about valence of spoken words. In this 
study, negative, neutral, and positive were for the affective valence. 30 university 
students were asked to rate about affective valence about 165 spoken words that had been 
rated for valence of two-compound kanji words in Gotoh and Ohta (2001). Participants 
indicated on a 7-point scale ranging from 1 (very positive) to 7 (very negative). If mean 
of affective valence was significantly difference from neutral point，it was negative or 
positive affective valence. If mean was not significantly difference from the point, it was 
neutral affective spoken words ．After that， 60 negative valence words ， 23 neutral 
valence words, and 67 positive valence words were selected. Mean affective valence were 
5.96, 3.94, and 2.36 for negative, neutral, and positive words, respectively. I discuss the 
effects of affective auditory words on auditory working memory, in terms of behavioral 
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感情刺激は，生存のために特に重要な情報である（Mineka & Öhman, 2002）。生存に重要であ
るため，視覚処理，聴覚処理において，感情刺激，特にネガティブな感情刺激には素早く注意
を向けなければならない。感情刺激が視覚処理に与える影響については，多くの知見が蓄積さ
れてきた（例えば，Phelps & LeDoux, 2005; Vuilleumier, 2005）。一方，聴覚処理に及ぼす感情刺
激の影響に関する研究は少ない。しかし，低いレベルの聴覚処理において，感情刺激は，他の
刺激よりも優位に処理されることが示されている（Asutay & Västfjäll, 2014）。  
低次レベルの聴覚処理に及ぼす感情刺激の影響は，例えば，視覚処理における変化の見落と
し（change blindness）に類似する，変化の聞き落とし（change deafness）  研究パラダイムを用

























よると，聴覚刺激の認識には，次の過程が関与する。第 1 段階の感覚的変換（sensory transduction），
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第 2 段階のグループ化（auditory grouping），第 3 段階の聴覚辞書とのマッチング過程（matching 

















操作を同時に担う認知情報処理の場であり（Baddeley, 2000; Cowan, 1999），記憶や注意などの
知見から概念化された。科学技術の進歩に伴う脳画像研究により，ワーキングメモリに関与す
る脳の部位は，前頭前野であることが示されている（Smith & Jonides, 1999；Todd & Marois, 
2000）。近年，ワーキングメモリは，人の情報処理メカニズムを解明するために，認知心理学の
研究のみならず脳科学など科学分野で用いられる概念である（deBettencourt, Keene, Awh, & 
Vogel, 2019；Rose et al., 2016）。ワーキングメモリ研究は，多領域の科学者が注目する重要
な研究トピックである。  
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3）注意の焦点化  といわれ，処理のために選択された 1 項目のみが保持される部分，の 3 種類である。
Oberauer （2002） によると，2）の直接アクセスできる部分と Cowan の注意の焦点化は近似しているとさ
れる。 
研究者によって，仮定される注意の焦点の容量は異なるが，注意の焦点に入った情報は意識











法（fMRI; functional magnetic resonance imaging）を用いて詳しく検討している。この過程に















ムでなく，むしろ感情的なシステムである（Garrison & Schmeichel, 2018; Gibbons, Seib-Pfeifer, 
Koppehele-Gossel, & Schnuerch, 2018; Gotoh, 2008; Gotoh, Kikuchi, & Roßnagel, 2008; Gotoh, 
Kikuchi, & Oloffson, 2010; Grissmann, Faller, Scharinger, Spüler, & Gerjets, 2017）。情報が含有する
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の影響を受けることが示されている（Asutay & Västfjäll, 2014; Gotoh, 2012）。Gotoh （2012）で































被調査者 30 名の大学生（男性 15 名，女性 15 名）が調査に参加した。平均年齢は 20.8 歳  （SD 




389 語の中から 165 語（ネガティブ 63 語，ニュートラル 40 語，ポジティブ 62 語）が選択され
た。  





続して言葉を発話した。アクセントが同類のものを，およそ 10 語ずつ連続して録音した。  
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分析の結果，150 語の音声言語が，3 種類の感情語に分類された（Table 1）。ネガティブ語が
60 語（例えば , さつじん，さいあく，しつぼう，さべつ），ニュートラル語が 23 語（例えば，
にんげん，ようす，だいほん，けいき），ポジティブ語が 67 語（例えば，えがお，たっせい，
きぼう，あんしん）であった。感情価の平均評定値は，ネガティブ語が M = 5.96（SD = 0.31），
ニュートラル語が M = 3.94（SD = 0.14），ポジティブ語が M = 2.36（SD = 0.43）であった。  
音声で提示された言葉を聞いた時，全員がターゲットの漢字を思い浮かべた言葉は，79 語で
あった（Table 2）。ネガティブ語が 34 語（例えば , ふあん，ひろう，しつぼう，へんけん），ニ
ュートラル語が 15 語（例えば , よさん，ぶひん，けんせつ，ぼうえき），ポジティブ語が 30 語
（例えば , きぼう，にんき，あいじょう，ゆうめい）であった。  
























Mean affective valence of auditory words
単語 漢字表記 M SD 単語 漢字表記 M SD 単語 漢字表記 M SD
さつじん 殺人 6.80 0.61 ぞうきょう 増強 3.59 1.12 えがお 笑顔 1.43 0.73
じさつ 自殺 6.73 0.69 にんげん 人間 3.70 1.02 たっせい 達成 1.48 0.57
くうしゅう 空襲 6.67 0.61 こくご 国語 3.70 0.99 あいじょう 愛情 1.57 0.77
さいあく 最悪 6.60 0.62 とかい 都会 3.77 1.01 じゅうじつ 充実 1.60 0.56
すいばく 水爆 6.55 0.78 がくどう 学童 3.81 0.74 きぼう 希望 1.60 0.77
しつぼう 失望 6.47 0.73 もけい 模型 3.83 0.65 あんしん 安心 1.60 0.67
いたい 遺体 6.33 0.88 かざむき 風向 3.87 0.73 かつやく 活躍 1.66 0.61
あくとく 悪徳 6.33 0.66 ぶひん 部品 3.87 0.51 げんき 元気 1.67 0.92
とうさん 倒産 6.33 0.76 にだい 荷台 3.90 0.40 こううん 幸運 1.70 1.09
ひんこん 貧困 6.31 0.71 こんご 今後 3.90 0.55 ゆうじょう 友情 1.73 0.64
ひめい 悲鳴 6.27 0.74 せいひん 製品 3.90 0.31 じゅんちょう 順調 1.73 0.69
さべつ 差別 6.25 0.80 すいどう 水道 3.90 0.31 かんしゃ 感謝 1.73 0.98
ぜつぼう 絶望 6.23 1.14 ようす 様子 3.93 0.37 かんげい 歓迎 1.76 0.51
はいじょ 排除 6.21 0.82 だいほん 台本 4.00 0.37 けんこう 健康 1.80 1.32
ばくだん 爆弾 6.20 1.00 けいき 景気 4.00 0.76 けっさく 傑作 1.80 0.76
ばっきん 罰金 6.20 0.76 じゅうしょ 住所 4.03 0.67 しゅくじつ 祝日 1.83 0.87
あかじ 赤字 6.17 0.76 じんいん 人員 4.04 0.51 ばつぐん 抜群 2.00 0.77
ばくげき 爆撃 6.17 0.91 しゅだん 手段 4.07 0.96 しょうきん 賞金 2.03 1.02
ついほう 追放 6.13 0.78 いんかん 印鑑 4.07 0.53 ゆうぼう 有望 2.03 0.63
ふあん 不安 6.13 0.73 ろせん 路線 4.10 0.61 おうえん 応援 2.07 0.88
そんがい 損害 6.10 0.80 すうじ 数字 4.10 0.66 せいえん 声援 2.10 0.76
どろぼう 泥棒 6.10 0.80 よさん 予算 4.27 0.74 さいてき 最適 2.10 0.67
だらく 堕落 6.10 1.03 はんげき 反撃 4.30 1.34 とくしょう 特賞 2.12 0.83
そうなん 遭難 6.10 0.71 かくやす 格安 2.13 0.90
ほうかい 崩壊 6.07 1.13 せいしゅん 青春 2.17 0.87
いほう 違法 6.07 0.94 はってん 発展 2.20 0.76
あんさつ 暗殺 6.07 1.46 かくべつ 格別 2.23 0.77
ちょうえき 懲役 6.07 0.83 りそう 理想 2.23 0.82
だつぜい 脱税 6.03 0.89 だんけつ 団結 2.23 1.10
へんけん 偏見 6.03 0.76 よゆう 余裕 2.27 0.87
けっかく 結核 6.00 1.20 しんしゅん 新春 2.33 0.84
びょうき 病気 6.00 0.83 がんじつ 元日 2.33 1.12
ふちょう 不調 5.97 0.85 にんき 人気 2.37 1.00
おもに 重荷 5.97 0.72 くふう 工夫 2.37 0.72
しっきゃく 失脚 5.93 0.58 しんこん 新婚 2.40 1.00
ふまん 不満 5.90 0.84 とくせん 特選 2.43 1.07
ひげき 悲劇 5.90 1.18 かくじつ 確実 2.43 0.86
いはん 違反 5.87 0.68 しんぴん 新品 2.43 0.94
くきょう 苦境 5.86 1.13 こくほう 国宝 2.45 0.99
しっぱい 失敗 5.80 0.81 しんてん 進展 2.46 0.69
ばっそく 罰則 5.80 0.85 じゅくれん 熟練 2.47 0.90
ばくはつ 爆発 5.73 1.17 なっとく 納得 2.47 0.63
ぎわく 疑惑 5.73 0.74 ごらく 娯楽 2.53 1.17
けっそん 欠損 5.73 0.83 どりょく 努力 2.53 1.22
ひにく 皮肉 5.72 0.84 こんやく 婚約 2.54 0.84
しょうとつ 衝突 5.70 1.02 かっせい 活性 2.54 0.74
びょうにん 病人 5.70 0.88 かいつう 開通 2.70 0.92
ひろう 疲労 5.70 0.75 しょうひん 賞品 2.71 1.06
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単語 漢字表記 M SD 単語 漢字表記 M SD 単語 漢字表記 M SD
びょうしつ 病室 5.60 0.93 ほんもの 本物 2.73 0.91
ばくおん 爆音 5.60 1.28 とくべつ 特別 2.73 1.17
ひてい 否定 5.59 1.02 そくしん 促進 2.73 0.91
いこつ 遺骨 5.53 1.25 じっせき 実績 2.83 1.05
ふそく 不足 5.47 0.78 はっくつ 発掘 2.87 0.90
ていたい 停滞 5.41 0.68 かいはつ 開発 2.87 0.90
すいぎん 水銀 5.37 1.00 どうい 同意 2.97 0.72
むじゅん 矛盾 5.36 0.78 さいだい 最大 2.97 1.00
びょうじょう 病状 5.20 0.81 しんがく 進学 3.00 1.02
ぜいきん 税金 5.00 1.29 ほっそく 発足 3.00 0.74
まんいん 満員 4.93 1.01 かいまく 開幕 3.10 0.88
かくちょう 拡張 3.11 0.76
きほん 基本 3.13 0.90
きたく 帰宅 3.13 0.86
ゆうせん 優先 3.24 0.83
ひょうばん 評判 3.27 0.78
ぼうえき 貿易 3.40 0.81


















Affective  auditory words that all participatns hit the target kanji word
単語 漢字表記 単語 漢字表記 単語 漢字表記
じさつ 自殺 こくご 国語 なっとく 納得
ひめい 悲鳴 だいほん 台本 ゆうじょう 友情
ついほう 追放 もけい 模型 せいしゅん 青春
さつじん 殺人 ろせん 路線 じっせき 実績
びょうしつ 病室 こんご 今後 かいまく 開幕
ばっきん 罰金 すいどう 水道 よゆう 余裕
ふちょう 不調 ぶひん 部品 かくやす 格安
とうさん 倒産 かざむき 風向 じゅんちょう 順調
そんがい 損害 ようす 様子 くふう 工夫
びょうじょう 病状 すうじ 数字 しゅくじつ 祝日
ひろう 疲労 せいひん 製品 ほんもの 本物
そうなん 遭難 とかい 都会 にんき 人気
いはん 違反 にだい 荷台 かくじつ 確実
しっぱい 失敗 よさん 予算 はっくつ 発掘
はんげき 反撃 りそう 理想
さいあく 最悪 あんしん 安心
けっそん 欠損 しんしゅん 新春
びょうき 病気 けっさく 傑作
いほう 違法 しんぴん 新品
あくとく 悪徳 ゆうめい 有名
びょうにん 病人 はってん 発展
おもに 重荷 あいじょう 愛情
どろぼう 泥棒 せいえん 声援
すいぎん 水銀 ほっそく 発足
ふあん 不安 かいはつ 開発
ぎわく 疑惑 きぼう 希望
へんけん 偏見 かくべつ 格別
ちょうえき 懲役 そくしん 促進
ふそく 不足 ごらく 娯楽
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本調査の結果，150 語の音声言語が 3 種類の感情語に分類された（ネガティブ語が 60 語，
ニュートラル語が 23 語，ポジティブ語が 67 語）。この 150 語の中で，被調査者が音声言語を聞
いた時，全員がターゲットの漢字を思い浮かべた言葉は 79 語であった（ネガティブ語が 34 語，











Affective auditory words with the gender gap
単語 漢字表記 女性 男性
しょうじ 障子 positive neutral
こうぞう 構造 positive neutral
ちいき 地域 neutral positive
はいゆう 俳優 positive neutral
じゅんび 準備 positive neutral
じつれい 実例 positive neutral
かんれん 関連 positive neutral
しんごう 信号 negative neutral
ろくおん 録音 negative neutral
しんぱい 心配 neutral negative
はつねつ 発熱 negative neutral
ざいかい 財界 neutral negative
へんさい 返済 negative neutral
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